
■次世代育成に関するニーズ調査の概要 

 

 本計画の策定に際しては、子育てに携わる保護者（就学前児童と小学校児童の保護者）、

当事者である中学生と高校生、将来親になるであろう未婚の若年者（18～26 歳）を対象

にアンケート調査を実施しました。 

 

（１）調査概要 

 ○調査期間：平成 16 年３月８日から３月 24 日。 

 ○調査方法： 

①保護者（就学前児童）、若年者については、調査員を通じての配布・回収。 

   ②保護者（小学校児童）、中学生、高校生については、学校を通じての配布・回収。 

 ○配布数、回収数等 

対象者 配布数 有効回収数 有効回収率（％） 

保護者（就学前児童）  １，４２８    ８９３   ６２．５ 

保護者（小学校児童）  １，６５５  １，２６７   ７６．６ 

中学生（１、２年生）    ４０８    ３９８   ９７．５ 

高校生（１、２年生）      －    ３６３      － 

若年者    ５１０    ２７４   ５３．７ 

  ※本アンケートは、『宮古地域』（旧平良市・旧城辺町・旧下地町・旧上野村・旧

伊良部町及び多良間村）を対象に実施しています。 

※上記の配布数・回収数等については、宮古地域全体の値となっています。なお、

以下の調査結果については、再集計を行い“宮古島市の結果のみを抽出”した

ものとなっています。 

 

 

（２）調査結果の概要 

  調査結果については、次頁以降に主な設問を抜粋して、対象者毎（なお、中学生と高

校生は合わせて集計）に整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７９



□ 保護者（就学前児童）                         

 

問 子育てに関して、不安感や負担感などはお感じですか。 

「あまり感じない」が約５割（46.6%）と、最も多くなっています。以下、「なんとなく

感じる」が約３割（25.8％）、「なんともいえない」（10.9％）および「全く感じない」（10.3％）

がそれぞれ約１割となっています。 

 「非常に不安や負担を感じる」と「なんとなく不安や負担を感じる」を合計した『不安

や負担を感じる』は約３割(28.9％)で、保護者の３割は子育てに『不安や負担を感じる』

としています。 
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問 子育てに関して、日頃悩んでいたり気になる事はどんなことですか。 

「叱りすぎているような気がすること」が約３割（25.7%）と、最も多くなっています。

以下、「子どもとの時間が充分とれないこと」（20.4％）、「子どもの病気や発育・発達に関

すること」（19.8％）、「子どもの教育に関すること」（19.7％）、「子どもの食事や栄養に関

すること」（19.2％）、「経済的負担」（16.4％）、がそれぞれ約２割となっています。 
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問 お住まいの地域はあなたにとって子育てしやすいと思いますか。 

「どちらかといえばしやすい」という意見が約６割（62.5％）で最も多く、次いで、「と

てもしやすい」が約２割（24.0％）、「どちらかといえばしにくい」が約１割（10.6％）と

なっています。「とてもしにくい」は、0.8％となっています。 

 
 

24.0

①とても

しやすい

②どちらかと

いえばしやすい

62.5

③どちらかと

いえばしにくい

10.6

④とても

しにくい

0.8

2.1

不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

宮古島市

 (Ｎ=1,351)

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問 子育てをしやすいと思う理由はなんですか。 

前問で、住んでいる地域での子育てが「とてもしやすい」、「どちらかといえばしやすい」

と回答した人の、子育てしやすい理由では、「親が近くにいる」が約６割（59.6％）となっ

ています。ついで、「自然環境がよい」（30.0％）、「知り合いが多い」（28.6％）が約３割、

「住宅事情がよい」（19.6％）「教育機関が便利」（18.5％）が約２割となっています。 
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問 子育てをしにくいと思う理由はなんですか。 

前々問で、住んでいる地域での子育てが「とてもしにくい」、「どちらかといえばしにく

い」と回答した人の、子育てしにくい理由では、「知り合いが少ない」が約４割（37.7％）、

「親が近くにいない」が約３割（31.1％）と多く、ついで、「住宅事情が悪い」（24.7％）、

「防犯面で不安」（24.0％）、「自然環境がよくない」（22.1％）がそれぞれ約２割となって

います。 
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問 市町村に対して、どのような子育て支援の充実を図って欲しいと期待していますか。 

 「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やして欲しい」という意見が最も多く、約

７割（66.7％）となっています。ついで、「保育所や幼稚園、児童クラブにかかる費用負担

を軽減してほしい」（44.6％）、「児童館など、親子が安心して集まれる身近な場、イベント

の機会が欲しい」（36.3％）などが４割前後となっています。 
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問 下記のサービスについて、今後利用したいと思いますか。 

今後利用したい子育て支援サービスをみると、「児童館」が最も今後の利用意向が高く、

約６割（64.3％）となっています。また、全てのサービスが４割程度以上の利用意向があ

り、多様な保育サービスのニーズがうかがえます。 
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□ 保護者（小学校児童）                         

 

問 子育てに関して不安感や負担感などはお感じですか 

 子育てに関して不安感や負担感を感じるかについては、「あまり不安や負担などは感じな

い」が約半数(48.9％)を占め最も多く、以下「なんとなく不安や負担を感じる」(27.3％)、

「なんともいえない」(11.3％)、「全く感じない」(8.2％)、「非常に不安や負担を感じる」

(3.3％)となっています。 

 「非常に不安や負担を感じる」と「なんとなく不安や負担を感じる」を合計した『不安

や負担を感じる』は約３割(30.6％)で、保護者の３割は子育てに『不安や負担を感じる』

状況にあることが伺えます。 
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問 子育てに関して、日常悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。 

 「子どもの教育に関すること」(24.4％)が最も多く、以下「子どもとの時間を十分にと

れないこと」(20.3％) 、「子どもを叱りすぎているような気がすること」(20.1％) 、「子

どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること」(19.6％)となっています。 
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問 現在お住まいの地域は、あなたにとって子育てしやすいと思いますか。 

 現在住んでいる地域での子育てのしやすさについては、「どちらかといえば子育てがしや

すいのではないかと思う」が７割弱(66.1％)と最も多く、次いで「とても子育てがしやす

いのではないかと思う」(22.3％)となり、両者を合計した『子育てがしやすいのではない

か』とする回答が約９割(88.4％)となっています。 

 一方、「どちらかといえば子育てがしにくいのではないかと思う」(8.2％)と「とても子育

てしにくいのではないかと思う」(0.7％)を合計した『子育てがしにくいのではないかと思

う』が１割(8.9％)みられます。 
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問 子育てがしやすいと思う理由を選んで下さい。 

 子育てがしやすいと思う理由としては、「親が近くにいる」(46.2％)が最も多く、以下「学

校・教育施設が便利」(35.5％)、「知り合いが多い」(32.4％)、「自然環境に恵まれている」 

(25.7％) 、「住宅事情がよい」(21.2％)となっています。 
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問 子育てがしにくいと思う理由を選んで下さい。 

 子育てがしにくいと思う理由としては、「知り合いが少ない」(41.0％)が最も多く、以下

「住宅事情が悪い」(29.2％)、「自然環境がよくない」(21.1％)、「防犯面で不安」(21.1％)、

「親が近くにいない」 (19.3％) 、「学校・教育施設が不便」 (19.3％)となっています。 
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問 市町村に対して、どのような子育て支援の充実を図ってほしいと期待していますか。 

充実を図って欲しい支援としては、「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほ

しい」(56.4％)が５割を超え最も多く、次いで「児童館など、親子が安心して集まれる身

近な場、イベントの機会が欲しい」(37.4％)、「保育者や児童クラブに掛かる費用負担の軽

減」(24.6％)となっています。対象の子どもが小学生であることから、保育所・幼稚園を

増やして欲しいとする回答は少ない状況となっています。 
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問 下記のサービスについて、今後利用したいと思いますか。 

 今後利用したい子育て支援サービスをみると、「児童館」が約５割(51.1％)で最も多くな

っています。また、「保健センターの情報・相談サービス」(42.4％)、「家庭教育に関する

学級・講座」(41.1％)、「教育相談センター・教育相談室」(39.6％)、「子育て広場」(39.6％)

等でそれぞれ約４割の利用意向があります。 
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□ 中学生・高校生                            

 

問 朝食についてうかがいます。 

 「家族のうち何人かで食べることが多い」が約４割（40.9％）で最も多く、次いで「ひ

とりで食べることが多い」が２割強（25.9％）で、以下「家族全員で食べることが多い」

が２割弱（18.2％）、「食べないことが多い」が１割強（14.9％）となっている。孤食もし

くは欠食の割合が４割と半数近くを占めています。 
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問 あなたが一緒に住んでいるおとな（親など）にしてほしいと思うことを次の中から選

んで○をつけてください。 

 「しつこくいろいろ聞いてこないでほしい」、「自分のことは自分で決めさせてほしい」

がそれぞれ３割強（35.6％、35.5％）で最も多く、次いで「秘密にしているものは勝手に

見ないでほしい」（33.4％）、「大人の考え方を押しつけないでほしい」（33.3％）がそれぞ

れ約３割となっています。その他、「約束を守って欲しい」（23.7％）、「家ではゆっくり休

ませてほしい」（22.1％）、「自分が自由に使える時間をふやしてほしい」（22.0％）、「友達

やきょうだいと比較せず、自分のよいところを認めてほしい」（21.2％）、で２割を越えて

います。自分達の主体性、個性を認めてほしい、身内であっても約束事は守ってほしいと

する意見が多い状況にありますが、何れにしても様々な面で親等に対する要望があげられ

ています。 

 

宮古島市

(Ｎ=1,226)

35.6

35.5

33.4

33.3

23.7

22.1

22.0

21.2

18.8

10.2

6.7

6.3

4.3

0 10 20 30 40

②しつこくいろいろ聞いてこないでほしい

④自分のことは自分で決めさせてほしい

⑫秘密にしているものは勝手に見ないで

⑤大人の考え方を押しつけないでほしい

⑥約束を守ってほしい

⑩家ではゆっくり休ませてほしい

⑨自分が自由に使える時間をふやして

⑦友達やきょうだいと比較せず、

③世話を焼きすぎないでほしい

⑪本当に困っている時に助けてほしい

①話をもっと真剣に聞いてほしい

⑬その他

⑧家族が仲良く、一緒に過ごす時間

（%） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ８８



問 あなたはあなたの住んでいる地域が好きですか。 

 「どちらかと言えば好き」（42.6％）と、「好き」（40.0％）を合わせると、約８割（82.6％）

が自分の住んでいる地域が好きと答えています。一方で、「あまり好きではない」（13.5％）、

「嫌い」（3.4％）を合わせると、２割近く（16.9％）が好きではないとしています。 

 
 

40.0 42.6 13.5 3.4

①好き
②どちらかと

いえば好き

③あまり好き

ではない
④嫌い

0.4

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

宮古島市 

(Ｎ=1,226)

 
 
 
 
 
 
 
 

 

問 放課後はどのようにして過ごすことが多いですか。 

 「部活動をする」が約５割（53.1％）で最も高く、次いで「テレビやビデオをみる」（33.9％）、

「音楽を聴く」（27.0％）が３割前後となっています。以下、「塾に行く」（14.9％）、「家

事などを手伝う」（11.2％）、「本を読む」（10.4％）、「アルバイトをする」（10.3％）、「テ

レビゲームをする」（9.6％）などとなっています。 

 
 

宮古島市

　(Ｎ=1,226)

53.1

33.9

27.0

14.9

11.2

10.4

10.3

9.6

9.0

7.7

7.4

6.8

5.9

5.2

4.3

4.0

2.8

1.3

0.7

0 10 20 30 40 50 60

①部活動をする

⑨テレビやビデオ

⑩音楽を聴く

②塾に行く

④家事などを手伝う

⑪本を読む

⑥アルバイトをする

⑦テレビゲーム

⑧電子メールの送受信やインターネット

⑤習い事

③家などで勉強する

⑱まちなかをぶらぶらする

⑯買い物に行く

⑲その他

⑫ペットの世話をする

⑭公園や空き地で遊ぶ

⑮ゲームセンターに行く

⑬ダンスや楽器の練習をする

⑰海や山などであそぶ

(%)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ８９



問 学校が休みの日はどのようにして過ごすことが多いですか。 

 「部活動をする」が４割強（45.5％）で最も高く、次いで「テレビやビデオをみる」が

約４割（39.6％）、「音楽を聴く」が約３割（31.6％）であり、上位３つは平日の放課後と

似た内容となっています。以下、「買い物に行く」（16.2％）、「テレビゲームをする」（14.7％）、

「家事などを手伝う」（13.5％）、「まちなかをぶらぶらする」（11.5％）、「アルバイトをす

る」（10.4％）などとなっています。平日の放課後に比べ、娯楽系の活動が高くなっていま

す。 

 

宮古島市

(Ｎ=1,226)

45.5

39.6

31.6

16.2

14.7

13.5

11.5

10.4

10.4

9.9

9.7

7.9

7.9

6.7

5.5

4.6

4.2

3.8

1.5

0 10 20 30 40 50

①部活動をする

⑨テレビやビデオ

⑩音楽を聴く

⑯買い物に行く

⑦テレビゲーム

④家事などを手伝う

⑱まちなかをぶらぶらする

⑥アルバイトをする

⑲その他

⑧電子メールの送受信やインターネット

⑪本を読む

②塾に行く

⑮ゲームセンターに行く

③家などで勉強する

⑭公園や空き地で遊ぶ

⑫ペットの世話をする

⑤習い事

⑰海や山などであそぶ

⑬ダンスや楽器の練習をする

(%) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９０



問 あなたは、今まででつらいと思ったのはどんなときですか。 

 「親や先生から納得のいかない理由で怒られたとき」、「疲れているのに、のんびりさせ

てもらえないとき」がそれぞれ２割強（25.0％、23.2％）で高く、次いで「友達から仲間

はずれにされたとき」（17.5％）、「秘密にしていたことをばらされてしまったとき」

（14.0％）、「自分のやりたいことを、やってはいけないと言われたとき」（11.7％）が１

割を超えています。また、割合は低いものの、「学校などでいじめにあったとき」（4.4％）

や、「大人から体罰をうけたとき」（2.3％）についてもみられ、いじめや虐待等も懸念され

る状況にあります。 

 

宮古島市

 (Ｎ=1,226)

25.0

23.2

17.5

14.0

11.7

8.0

4.4

2.3

0 5 10 15 20 25 30

③親や先生から納得のいかない理由

⑥疲れているのに、のんびり

①友達から仲間はずれにされたとき

⑤秘密にしていた事をばらされた時

④自分のやりたいことをやってはいけない

⑧その他

②学校などでいじめにあったとき

⑦大人から体罰をうけたとき

(%) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問 あなたは、なにか相談したいことや聞いて欲しいことがあったとき、気軽に話せる人

がいますか。 

 「学校の友だち・先輩」が６割強（65.1％）で圧倒的に高く、次いで「母」（33.2％）、

「きょうだい」（23.6％）が２～３割となっています。その他、「学校以外の友だち・先輩」

（16.0％）、「父」（10.8％）が１割を超えています。一方で、「だれもいない」が約１割

（11.2％）となっています。 

 

宮古島市

 (Ｎ=1,226)

65.1

33.2

23.6

16.0

11.2

10.8

5.5

4.6

2.9

2.9

2.3

2.0

1.8

1.4

0.6

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70

⑥学校の友だち・先輩

②母

④きょうだい

⑦学校外の友だち・先輩

⑯だれもいない

①父

⑧担任の先生

⑤親せき

③祖父母

⑮その他

⑨保健室の先生

⑬塾や習い事の先生

⑩その他の学校の先生

⑭地域の知り合いの人

⑫児童館・図書館などの先生

⑪スクールカウンセラー

(%) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ９１



問 あなたは、性について悩んでいる時、相談することができますか。 

 「できない」が約５割（53.8％）でほぼ半数を占め、「できる」の約４割（39.1％）を

超え、性について相談できない生徒が相当数いる状況となっています。 

 
 

53.839.1

①できる ②できない

7.2

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

宮古島市 

(Ｎ=1,226)

 
 
 
 
 
 
 
 

問 あなたは性についての学習の場が必要だと思いますか。 

 「必要だと思う」が約３割（29.5％）、「必要ないと思う」が約２割（16.7％）で、「必

要だと思う」がほぼ倍となっており、学習の場の確保を求める声が多い状況にあります。

また、「わからない」がほぼ半数（47.7％）を占めています。 

 
 

29.5 16.7 47.7 6.0

①必要だと思う ②必要ないと思う ③わからない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

宮古島市 

(Ｎ=1,226)

 
 
 
 
 
 
 

 

問 あなたは性に関する指導をだれにしてほしいとおもいますか。 

 「保健の先生」が約７割（70.4％）で圧倒的に多く、以下「母親」、「体育の先生」がそ

れぞれ約１割（8.8％、7.7％）となっており、「先生」を希望する生徒が約８割を占めてい

ます。 

 

7.7 70.4 9.4

①父親

1.4 8.8

②母親 ③体育の

先生

④保健の

先生
⑤その他

2.2

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

宮古島市 

(Ｎ=1,226)

 
 
 
 
 
 

 ９２



□ 若年者（18～26 歳）                         

 

問 結婚についてうかがいます。あなたのお考えにもっとも近いものを選んでください 

 「できるだけ結婚したい」（39.4％）、「ぜひ結婚したい」（35.4％）がそれぞれ３～４割

を占め、合わせて３／４が結婚したいとしています。また、少数ながら「できれば結婚し

たくない」（4.0％）、「結婚はしたくない」（1.4％）についてもみられます。一方で、結婚

について、まだ明確な考えをもっていないと思われる「わからない」とした割合が約２割

（19.7％）となっています。 

 

35.4 19.7

①ぜひ結婚

したい

②できるだけ

結婚したい

39.4 4.0

③できれば結婚

したくない

1.4

④結婚はした

くない
わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

宮古島市

（Ｎ＝350）

 
 
 
 
 
 

 

問 結婚のイメージについてうかがいます。あなたのお考えにもっとも近いものを選んで

ください 

 「好きな人と一緒にいられる」（55.4％）が５割を超え最も高く、以下「子どもがもてる」

（46.9％）、「精神的・経済的に安定する」（31.4％）続いており、肯定的な意見に対する

割合が高い状況にあります。一方で、「子育てが大変そう」（15.4％）、「時間やお金が自由

でなくなる」（16.9％）など今の自由な生活が失われることへの不安を伺わせる回答もみら

れます。また、この他「親族との付き合いが大変そう」が約２割（22.0％）となっており、

親族関係の結びつきの強さを反映した内容も比較的高い割合となっています。 

 

宮古島市

（Ｎ＝350）

55.4

46.9

31.4

22.0

19.7

16.9

15.4

14.0

8.6

7.1

4.6

2.6

0 10 20 30 40 50 60

①好きな人と一緒にいられる

③子どもがもてる

②精神的・経済的に安定する

⑪親族との付き合いが大変そう

⑥親を喜ばすことができる

⑦時間やお金が自由でなくなる

⑨子育てが大変そう

④親から独立できる

⑧家事が大変そう

⑫わからない

⑩家庭を築くのが面倒そう

⑤家事などで生活が便利になる

(%) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ９３



問 子どもをもつことのイメージについてうかがいます。あなたのお考えにもっとも近い

ものを選んでください 

 「自分の子どもはかわいいと思う」（67.1％）と、「当然子どもを持ち、育てたい」（66.9％）

が７割弱で圧倒的に高く、次いで「子どもを通じて成長できる」がほぼ半数（49.7％）と

なっています。「子どもはかわいいし、子育てするのは当然である」とする意見が多数を占

めています。一方で、「社会環境の悪化が心配である」が２割弱（16.9％）、「お金や手間で

負担が大きい」が約１割（11.4％）程度となっており、将来や経済的な負担増に対する不

安をもつ回答者も一定程度みられます。 

 

宮古島市

（Ｎ＝350）

67.1

49.7

16.9

11.4

10.6

10.3

8.0

5.7

0.9

66.9

0 10 20 30 40 50 60 70

②自分の子どもはかわいいと思う

①当然子どもを持ち、育てたい

④子育てを通じて成長できる

⑨社会環境の悪化が心配である

⑦お金や手間で負担が大きい

⑥自由な時間がなくなる

③老後が安心

⑤親や親族の期待に応えられる

⑩わからない

⑧子どもはわずらわしい

(%) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問 あなたは、出生率の低下により子どもの数が減っている「少子化」について関心があ

りますか。それとも関心はありませんか。 

 「とても関心がある」（11.1％）と、「多少関心がある」（38.6％）を合わせると、約半

数は関心があるとしています。一方、「あまり関心がない」（29.7％）と、「全く関心がない」

（3.4％）を合わせた無関心派が３割以上となっています。また、約２割（16.3％）が「わ

からない」としており、「関心がない」と「わからない」を合わせると、半数を占める状況

にあります。全国的な少子化傾向の中で、その解消の一端を担う世代が、関心をもち、対

応していくことができるよう、何らかの取り組みを進めていく必要と言えます。 

 
 

11.1 38.6 29.7 16.3

①とても関心

がある

②多少関心

がある

③あまり関心

がない

3.4

④全く関心

がない

⑤わから

ない
無回答

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

宮古島市

（Ｎ＝350）

 
 
 
 

 ９４



問 少子化を解消するには、どのような社会的支援が必要だとおもいますか。次の中から

あなたの考えに最も近いものを選んでください。 

 「子育て世帯の税や年金の負担の軽減」（48.0）と、「児童手当など現金給付の充実」

（45.6％）等の経済的支援の充実が半数を占め、最も多く、以下「育児休業制度を普及さ

せ、労働時間を短くする」（27.0％）、「保育所のサービスをもっと利用しやすくする」

（22.1％）、「子どもが安心して遊べる場所をふやす」（20.3％）等が続き、保護者がより

子育てをしやすい環境（保育環境の充実や就労環境の向上）をつくることが必要であると

する意見が高くなっています。 

 

宮古島市

（Ｎ＝281）

48.0

27.0

22.1

20.3

9.3

6.0

45.6

0 10 20 30 40 50

②税や年金の軽減

①現金給付の充実

⑤育児休業制度の普及

③保育所をもっと利用しやすくする

④子どもが遊べる場所をふやす

⑥広い住宅をもてるようにする

⑦わからない

%
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

問 現在お住まいの地域は、あなたにとって子育てしやすいと思いますか。 

 「どちらかといえばしやすいと思う」（52.9％）が半数を超え最も多く、次いで、「とて

もしやすいと思う」が約３割（30.9％）となっており、２者を合わせると、約８割が現在

住んでいる地域は子育てがしやすいとしています。一方、「どちらかといえばしにくい」

（9.7％）と、「とてもしにくいと思う」（3.4％）を合わせると、約１割が子育てがしにく

い地域であるとしています。 

 
 

30.9 52.9 9.7 3.4

①とてもしや

すいと思う

②どちらかと

いえばしや

すいと思う

③どちらかと

いえばしに

くいと思う

④とてもしに

くいと思う
無回答

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

宮古島市

（Ｎ＝350）

 
 
 
 
 
 

 ９５



問 子育てがしやすいと思う理由 

 「親が近くにいる」が約６割（60.1％）を占め、圧倒的に高くなっており、子育てをす

る上で、親の存在の大きさを伺わせる結果となっています。次いで、「自然環境に恵まれて

いる」（35.8％）と、「知り合いが多い」(33.8％)が３割を超えており、豊かな自然の中で、

隣近所の人に見守られながら、子育てできるところがよいする意見が多いことを伺わせる

結果となっています。 

 

宮古島市

（Ｎ＝293）

60.1

35.8

33.8

13.3

8.5

8.2

7.5

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70

①親が近くにいる

⑦自然環境に恵まれている

②知り合いが多い

④学校・教育施設が便利

⑤住宅事情がよい

③保育施設が充実している

⑥防犯面で安心できる

⑧その他

(%) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問 子育てがしにくいと思う理由 

 「住宅事情が悪い」と「自然環境がよくない」が３割以上（それぞれ 32.6％）で最も高

く、子育てがしにくい理由に住宅・住環境をあげる割合が高い傾向にあります。その他、「親

が近くにいない」、「知り合いが少ない」、「防犯面で不安である」がそれぞれ２割弱（15.2％）

となっています。知り合いが少ないといった状況や防犯面等どれも希薄な人間関係を連想

させる要素となっています。 

 

宮古島市

（Ｎ＝46）

32.6

32.6

15.2

15.2

15.2

10.9

10.9

10.9

0 10 20 30 4

⑤住宅事情が悪い

⑦自然環境がよくない

①親が近くにいない

②知り合いが少ない

⑥防犯面で不安である

③保育施設が不便

④学校・教育施設が不便

⑧その他

(%)
0

 
 
 
 
 
 
 

 ９６



■策定の経緯・体制 

 

宮古島市役所誕生

宮古島市次世代育成支援行動計画策定業務概要について協議

宮古島市次世代育成支援行動計画策定委員会
　・策定委員会について
　・作業部会について
　・宮古島市次世代育成支援行動計画策定概況について

宮古島市次世代育成支援行動計画作業部会
　・作業部会について
　・宮古島市次世代育成支援行動計画策定概況について
　・作業部会関係各課とのヒアリングについて
　・その他

宮古島市次世代育成支援行動計画地域協議会
　・宮古島市次世代育成支援行動計画地域協議会委員委嘱状交付
　・宮古島市次世代育成支援行動計画地域協議会委員長副委員長選出
　・宮古島市次世代育成支援行動計画策定概況について
　・その他

宮古島市次世代育成支援行動計画作業部会ヒアリング
　・教育委員会（学校教育課　指導係）
　・教育委員会（社会教育課　社会教育係）
　・総務部　　　（企画調整課　男女共同参画係）　
　・建設部　　　（住宅課　整備係）
　・建設部　　　（道路建設課　道路係）
　・建設部　　　（都市計画課　都市整備係）
　・総務部　　　（市民生活課　市民相談係）

宮古島市次世代育成支援行動計画作業部会ヒアリング
　・経済部　　　（むらづくり課　農村整備係）
　・福祉保健部（生活福祉課　障害福祉係）
　・福祉保健部（健康増進課　保健センター係）
　・福祉保健部（児童家庭課　保育係　児童母子係）
　・伊良部総合庁舎（福祉保健課　福祉係）

宮古島市次世代育成支援行動計画地域協議会
　・宮古島市次世代育成支援行動計画各論部分について
　・その他

宮古島市次世代育成支援行動計画地域協議会
　・宮古島市次世代育成支援行動計画総論部分について
　・その他

宮古島市次世代育成支援行動計画策定委員会

宮古島市次世代育成支援行動計画策定の経緯

事　　　　　　　　　　　　　　　　　　項年　月　日
平成17年10月1日

（城辺庁舎）

平成18年1月5日
（城辺庁舎）

（下地庁舎）

平成18年2月24日

（城辺庁舎）

（平良庁舎）

平成18年3月20日
（城辺庁舎）

平成18年3月29日

平成18年2月16日
（平良庁舎）

平成18年3月9日

平成18年2月24日

（上野庁舎）
（城辺庁舎）

平成18年3月10日

（平良庁舎）
平成18年3月30日

（城辺庁舎）
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宮古島市次世代育成支援対策地域協議会設置要綱 
 
（設置） 
第１条 宮古島市において、児童が健やかに育つための効果的な児童環境づくりを総合

的に検討し、地域における次世代育成支援対策の推進に関し必要となるべき措置につ

いて協議するために、宮古島市次世代育成支援対策地域協議会（以下「地域協議会」

という。）を設置する。 
（所掌事務） 
第２条 地域協議会は「宮古島市次世代育成支援行動計画策定に関すること」について

審議するものとする。 
（組織） 
第３条 地域協議会の委員は別表第１に掲げる職にある者をもって組織し、市長が委嘱

する。 
  
（役員） 
第４条 地域協議会に委員長及び副委員長を置く。 
２ 委員長及び副委員長は委員の互選により選出する。 
３ 委員長は委員会を代表し会務を総括する。 
４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 
（会議） 
第５条 地域協議会は必要に応じ委員長が招集する。 
２ 委員長は会議の議長となる。 
３ 地域協議会の議事は出席委員の過半数で決し可否同数の時は委員長が決する。 
４ 委員長は必要に応じ、委員以外の者を会議に出席させて説明又は意見を求めること

ができる。 
（事務局） 
第６条 地域協議会の事務局は、福祉保健部児童家庭課に置き、庶務及び委員会に付議

すべき事項の協議に関する事務調整等を行うものとする。 
（その他） 
第７条 この要綱に定めるもののほか、地域協議会の運営に関し、必要な事項は委員長

が委員会に諮って定める。 
 
    附 則 
 この要綱は、公布の日から施行する。 
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別表第１ 

 

   

 役職名等 備考 

委 員 沖縄県宮古福祉保健所長   

委 員 沖縄県教育庁宮古教育事務所長   

委 員 宮古地区民生委員・児童委員会長副会長連絡協議会長   

委 員 宮古島市社会福祉協議会長   

委 員 宮古地区婦人連合会長   

委 員 宮古保育士会長   

委 員 宮古島市法人立保育園連盟会長 委員長 

委 員 宮古島市保育向上連絡協議会長   

委 員 宮古島市学童保育連絡協議会長 副委員長 

委 員 宮古島市母子寡婦福祉会長   

委 員 宮古地区子ども会育成連絡協議会長   

委 員 宮古地区ＰＴＡ連合会長   

委 員 平良地域市民代表   

委 員 城辺地域市民代表   

委 員 下地地域市民代表   

委 員 上野地域市民代表   

委 員 伊良部地域市民代表   
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宮古島市次世代育成支援対策行動計画策定委員会設置要綱 
 
（設置） 
第１条 次世代育成支援対策推進法（平成 15 年法律第 120 号。以下「法」という。）

第８条に規定する市町村行動計画（以下「行動計画」という。）を合併前５市町村に

おいて策定してあるが、合併後の宮古島市として一本化した行動計画を策定するに当

たり、宮古島市次世代育成支援対策行動計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）

を設置する。  
（所掌事務） 
第２条 策定委員会の所掌事務は次のとおりとする。 
 （１） 行動計画の策定に関すること。 
 （２） その他行動計画を策定上必要と認められる事項 
（組織） 
第３条 策定委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。 
２ 委員長は、助役、副委員長は教育長を、委員は別表第１に掲げる者をもって充てる。 
３ 委員長、副委員長及び委員の任期は、それぞれ充てた日から策定委員会及び作業部

会の設置目的が達成されたと認められるまでとする。 
（委員長及び副委員長の職務） 
第４条 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 
２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 
３ 委員長は、必要に応じて委員会の会議を招集し、その議長となる。 
４ 委員長は、必要に応じて委員会の会議に関係者の出席を求め、意見又は説明を聴く

ことができる。 
（報告） 
第５条 委員長は、第２条に定める所掌事項に関しその進捗状況を、適宜市長に報告す

るものとする。 
（作業部会） 
第６条 委員会に作業部会を置く。 
２ 作業部会は、委員会から付託された事項について調査、研究し、その成果を委員会

に報告しなければならない。 
３ 作業部会は、部会長、副部会長及び委員をもって構成する。 
４ 作業部会の部会長は、児童家庭課長を、副部会長は、健康増進課長を、委員は別表

第２に掲げる者をもって充てる。 
５ 部会長は、作業部会を総括する。 
６ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。 
７ 部会長は、必要に応じて作業部会の会議を招集し、その議長となる。 
８ 部会長は、必要に応じて作業部会の会議に関係者の出席を求め、意見又は説明を聴

くことができる。 
（宮古島市次世代育成支援対策地域協議会との関係） 
第７条 第２条に定める所掌事項に係る行動計画の策定に当たっては、別に設置する法

第 21 条に規定する宮古島市次世代育成支援対策地域協議会の意見 要望を聴取する
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とともに、提言等を受けたときは、その趣旨を尊重しなければならない。 
 （庶務） 
第８条 委員会の庶務は、福祉保健部児童家庭課において処理する。 
 （委任） 
第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別

に定める。 
 
   附 則 
 この要綱は、公布の日から施行する。 
 
 
別表第１ 

 

   

 役職名 備 考 

委 員   総務部長   

委 員   企画政策部長   

委 員   福祉保健部長   

委 員   経済部長   

委 員   建設部長   

委 員   教育部長   

委 員   生涯学習部長   

委 員   平良支所長   

委 員   城辺支所長   

委 員   上野支所長   

委 員   下地支所長   

委 員   伊良部総合支所長   
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別表第２ 

 

 

 役職名 備 考 

委 員 福祉保健部生活福祉課地域福祉係長  

委 員 福祉保健部生活福祉課障害福祉係長  

委 員 福祉保健部健康増進課保健センター長  

委 員 教育委員会教育部学校教育課指導係長  

委 員 教育委員会生涯学習部社会教育課社会教育係長  

委 員 総務部市民生活課市民相談係長  

委 員 企画政策部企画調整課補佐兼男女共同参画係長  

委 員 企画政策部企画調整課補佐（働く女性の家担当）  

委 員 経済部観光商工課商工労働係長  

委 員 経済部むらづくり課補佐兼農村整備係長  

委 員 建設部住宅課整備係長  

委 員 建設部道路建設課道路係長  

委 員 伊良部総合支所福祉保健課福祉係長  

委 員 福祉保健部児童家庭課主幹  

委 員 福祉保健部児童家庭課補佐兼庶務係長  

委 員 福祉保健部児童家庭課児童母子係長  

委 員 福祉保健部児童家庭課保育係長  

委 員 福祉保健部児童家庭課調整官  
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宮古島市の市木・市花等 

 

 

○市木 ガジュマル               

 

 

              

 

 

 

 

○市花 ブーゲンビレア             

 

 

 

 

 

 

 

○市花木 デイゴ  

  

常緑高木で、熱帯雨林では 20m もの大木になる。ク

ワ科イチジク属。沖縄では、各島の低地、岩壁面、樹上

などにさまざまな形で生育する。老大木にもなると、そ

の特異な形状が神秘奇怪に見えることから神木霊木に

もなる。昔の子どもたちは幹の白い樹液を遊びに用いた

りした。 

 ブーゲンビレアは常緑のつる性植物。花は、赤、青、

黄、白と色彩豊か。色のついた部分は花びらではなく、

葉の変形した苞（ほう）で本当の花は茎の中にある筒状

の部分。日当たりと水はけの良い場所であれば、土質は

特に選ばず、鉢栽培、生垣、フェンスなどトレリス型仕

立てなど作り方もいろいろ楽しめる熱帯を代表する植

物の一つ。 

春から初夏にかけて樹冠全体に咲く紅色の花。沖縄三

大名花とされ県花にも指定されている。 

 公園や街路樹としてよく栽培されている。 

この木を素材にして、琉球漆器や各種工芸品にも使われ

ている。 

 

 

 

 

 

 

○市鳥 サシバ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋に越冬のためにフィリピン方面へ渡るが、宮古群島

は昔からサシバの中継地として知られている。北風の吹

き出す「寒露」のころ（10 月 8 日前後）にその風を利

用して南下して来る。 

 成鳥はカラスほどの大きさで目が黄色の鋭い顔つき

をしている。体はすこし赤みのあるかっ色で胸と腹にか

っ色の横じまがある。 

 昔は食料として、また子供達のおもちゃとして捕獲さ

れていたが、現在は数が減り、国際保護鳥に指定されて

いる。 
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○市魚 タカサゴ 【グルクン：方言名】 

 色彩豊かな 25cm 前後の美しい魚で、広く庶民に親

しまれ、熱帯性で沖縄からインド洋にかけて分布。 

 

 一年を通して漁獲され、本県の主要魚種であること、

沖縄独特の追込網漁業で大部分が漁獲されること、沖縄

では数少ない大衆魚として広く県民の食卓に普及して

おり、かまぼこの原料にも利用されている。さらに、沖

縄の海を連想させる美しい色彩を持っており、味も良い

とされている。

 

 

 

 

 

 

 

○市蝶 オオゴマダラ 

 

 

 

 

 

 

日本最大のチョウの一つ。ハネを広げた時の大きさが

6～8cm ある。エサとなるﾎｳﾗｲｶｶﾞﾐには、毒が含まれて

おり、この毒が成虫になっても残るため、敵に襲われる

事は少ない。飛び方はゆるやかで優雅。サナギは、「金

のサナギ」でよく知られている。 

６本の角があり、水の字に似た姿をしている。 漢字

で書くと水字貝となる。 

 魔よけや火難よけとして利用するのは、沖縄の風習の

ひとつで、宮古でも古くからスイジガイのツノを縄で結

び豚舎の前に吊るしたり、石垣や軒下につるしたりして

いる。 

 

 

○市貝 スイジガイ 
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